
藤
原
忠
通
の
漢
詩
に
お
け
る
和
書
の
受
容
と

表
現
的
特
質
に
つ
い
て

柳

川

響

一

藤
原
忠
通
と
『
法
性
寺
殿
御
集
』
に
つ
い
て

藤
原
忠
通
（
一
〇
九
七
〜
一
一
六
四
）
の
漢
詩
集
『
法
性
寺
殿
御
集
』
は
、
巻
末
に
付
載
さ
れ
て
い
る
記
事
に
よ
っ
て
そ
の
成
立
の
事

情
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
⑴
。

久
安
元
年
十
二
月
廿
三
日
、
殿
下
御
教
書
到
来
。
仰
云
、
年
来
御
草
一
巻
遣
之
。
若
事
宜
七
字
候
者
、
念
仏
餘
仮
合
点
可
令
進

給
、
所
悤
思
食
也
。
不
可
及
披
露
者
。
仰
旨
如
此
。
謹
言
。

散
位
親
房
奉

謹
々
上

入
道
中
納
言
殿

久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
十
二
月
二
十
三
日
、
散
位
源
親
房
は
殿
下
（
忠
通
）
の
意
向
を
入
道
中
納
言
（
藤
原
実
光
。
一
〇
六
九
〜
一

― １ ―



一
四
七
）
に
伝
え
た
。
す
な
わ
ち
、
忠
通
は
自
ら
の
詠
作
を
一
巻
に
ま
と
め
、
実
光
に
合
点
を
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
当
時
、
忠
通
は
四
九

歳
、
出
家
し
て
い
た
実
光
は
七
七
歳
で
あ
っ
た
。

佐
藤
道
生
氏
は
忠
通
の
編
纂
動
機
に
つ
い
て
、「
本
書
の
編
纂
に
政
治
的
意
図
が
介
入
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
、『
法
性

寺
殿
御
集
』
の
贈
答
詩
群
に
見
え
る
源
師
俊
、
藤
原
基
俊
、
藤
原
実
光
、
藤
原
実
行
、
藤
原
敦
光
、
源
明
賢
と
い
っ
た
詩
友
と
の
交
流
を

検
討
し
、「
忠
通
が
本
書
の
編
纂
を
思
い
立
つ
直
接
的
な
契
機
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
極
め
て
親
し
か
っ
た
詩
友
た
ち
の
出
家
死
没
に
相

次
い
で
遭
遇
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
⑵
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

往
事
を
回
顧
し
、
詩
友
を
追
悼
す
る
意
図
を
以
て
為
さ
れ
た
本
書
の
編
纂
に
は
、
そ
れ
と
同
時
に
自
ら
経
営
す
る
詩
壇
に
一
時
期
を

画
そ
う
と
す
る
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
合
点
を
乞
う
た
入
道
中
納
言
藤
原
実
光
こ
そ
、
そ
の
よ

う
な
忠
通
の
胸
底
を
諒
解
し
得
る
最
後
の
詩
友
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
⑶
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
忠
通
は
五
〇
歳
と
い
う
節
目
を
前
に
自
ら
の
漢
詩
を
撰
集
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
当
然
な
が
ら
、
撰

集
に
際
し
て
詠
作
の
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
は
古
記
録
な
ど
か
ら
も
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
忠
通
が
参
加
し
た
詩
会
に
お
い
て
、

年
月
日
と
詩
題
が
分
か
る
も
の
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
⑷
。

①
「
落
葉
声
如
雨
」（
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
一
〇
月
三
日
／『
永
昌
記
』）

②
「
松
献
遐
年
寿
」（
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
一
〇
月
五
日
／『
殿
暦
』、『
中
右
記
』、『
永
昌
記
』）

③
「
対
雪
唯
斟
酒
」（
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
一
一
月
二
五
日
／『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
巻
七
）

藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について ― ２ ―



④
「
迎
暁
聞
寒
雁
」（
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
一
一
月
二
八
日
／『
永
昌
記
』）

⑤
「
佳
遊
契
万
年
」（
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
三
月
九
日
／『
法
性
寺
殿
御
記
』、『
中
右
記
』）

⑥
「
松
竹
契
遐
年
」（
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
三
月
一
五
日
／『
法
性
寺
殿
御
記
』）

⑦
「
春
裏
花
尤
貴
」（
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
三
月
一
九
日
／『
法
性
寺
殿
御
記
』、『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
九
﹈）

⑧
「
譬
如
浄
満
月
」（
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
一
〇
月
三
日
／『
中
右
記
』）

⑨
「
明
月
浮
湖
上
」（
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
八
月
一
五
日
／『
中
右
記
目
録
』）

⑩
「
明
月
酒
域
中
」（
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
九
月
一
三
日
／『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
巻
一
〇
、『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
三
二
﹈）

⑪
「
江
湖
唯
聞
雁
」（
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
九
月
二
〇
日
／『
中
右
記
』）

⑫
「
養
生
不
若
花
」（
長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
三
月
二
三
日
／『
中
右
記
』、『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
一
二
﹈）

⑬
「
看
月
自
忘
暑
」（
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
六
月
四
日
／『
台
記
』、『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
一
九
﹈）

⑭
「
花
木
逢
恩
賞
」（
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
六
月
四
日
／『
台
記
』、『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
一
五
﹈）

こ
こ
で
は
十
四
の
詩
題
を
示
し
た
が
、『
法
性
寺
殿
御
集
』
に
見
え
る
詩
題
と
一
致
す
る
の
は
、
⑦
「
春
裏
花
尤
貴
」、
⑩
「
明
月
酒
域

中
」、
⑫
「
養
生
不
若
花
」、
⑬
「
看
月
自
忘
暑
」、
⑭
「
花
木
逢
恩
賞
」
の
五
つ
だ
け
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
詩
題
は
、
忠
通
が
五
〇
歳

ま
で
に
詠
ん
だ
詩
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、『
法
性
寺
殿
御
集
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
は
か
な
り
厳
選
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
、
②
「
松
献
遐
年
寿
」
は
忠
通
の
作
文
始
の
時
の
詩
題
で
あ
る
が
、
藤
原
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』
で

は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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〔
中
右
記
、
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
一
〇
月
五
日
〕

入
夜
参
殿
下
。〈
東
三
条
。〉
今
日
中
納
言
殿
初
有
御
作
文
。〈
題
云
、
松
献
遐
年
遊
。
長
字
絶
句
。
是
大
蔵
卿
匡
房
所
献
也
。〉《
中

略
》
序
者
在
良
朝
臣
先
参
出
置
序
、
次
始
従
六
位
次
第
献
詩
。
以
行
盛
為
講
師
、
修
理
権
大
夫
為
読
師
。
序
頗
以
優
也
。
人
々
感

歎
。
抑
中
納
言
殿
御
作
優
美
之
由
、
衆
人
感
申
。
就
中
御
手
跡
、
誠
以
神
妙
也
。
年
始
十
五
、
已
有
如
此
事
。
我
朝
文
道
之
中
興

歟
。
夜
半
事
了
退
出
。《
中
略
》
詩
講
了
、
以
右
衛
門
権
佐
重
隆
、
被
進
件
詩
於
院
。

天
永
二
年
一
〇
月
五
日
、
東
三
条
邸
で
行
わ
れ
た
忠
通
の
作
文
始
の
記
事
で
あ
る
。
忠
通
の
優
美
な
詩
は
多
く
の
人
を
感
心
さ
せ
、
ま

た
、
特
に
手
跡
が
神
妙
で
あ
っ
た
た
め
、
宗
忠
は
「
我
が
朝
の
文
道
の
中
興
か
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
詩
は
白
河
法
皇
に
献
上

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
晴
れ
の
場
で
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
時
の
記
念
碑
的
な
詩
で
あ
っ
て
も
、『
法
性
寺
殿

御
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
長
年
の
詠
作
の
中
か
ら
撰
集
す
る
に
当
た
っ
て
、
忠
通
が
ど
れ
ほ
ど
厳
格

に
取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

忠
通
の
詩
才
や
『
法
性
寺
殿
御
集
』
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
歴
史
物
語
『
今
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
今
鏡
』
は
忠
通
の
没
年
と
そ

れ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
⑸
、
忠
通
の
同
時
代
的
な
評
価
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
参
考
に
な

る
。

〔
今
鏡
、
ふ
ぢ
な
み
の
中
第
五
・
御
笠
の
松
〕

ま
だ
幼
な
く
お
は
し
ま
し
し
時
よ
り
、
歌
合
な
ど
朝
夕
の
大
御
遊
に
て
、
基
俊
、
俊
頼
な
ど
い
ふ
時
の
歌
詠
み
ど
も
に
、
人
の
名
隠

し
て
判
ぜ
さ
せ
な
ど
せ
さ
せ
給
ふ
事
絶
え
ざ
り
け
り
。
御
歌
多
く
聞
き
侍
り
し
な
か
に
、
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わ
た
の
は
ら
こ
ぎ
出
で
て
見
れ
ば
久
方
の
雲
居
に
ま
よ
ふ
沖
つ
白
波

な
ど
詠
ま
せ
給
へ
る
御
歌
は
、
人
丸
が
「
島
隠
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
な
ど
詠
め
る
に
も
、
恥
ぢ
ず
や
あ
ら
む
と
ぞ
人
は
申
し
侍

り
し
。吉

野
山
嶺
の
桜
や
咲
き
ぬ
ら
む
ふ
も
と
の
里
に
に
ほ
ふ
春
風

な
ど
詠
ま
せ
給
へ
る
も
、
心
も
言
葉
も
妙
に
し
て
、
金
玉
集
な
ど
に
撰
び
の
せ
ら
れ
た
る
歌
の
列
に
な
む
き
こ
え
侍
る
。
唐
の
文
作

ら
せ
給
ふ
事
も
か
く
ぞ
あ
り
け
る
。
さ
れ
ば
文
の
こ
こ
ろ
ば
へ
知
ら
せ
給
ふ
事
、
深
く
な
む
お
は
し
ま
し
け
る
。
Ⓐ
白
河
院
に
も
三

巻
の
詩
撰
び
奉
り
給
ひ
、
Ⓑ
基
俊
の
君
に
も
、
唐
、
大
和
の
を
か
し
き
言
の
葉
ど
も
撰
び
番
は
せ
さ
せ
給
ひ
け
り
。
か
や
う
の
事
ど

も
多
く
な
む
侍
る
。
Ⓒ
ま
た
作
ら
せ
給
へ
る
唐
の
言
の
葉
ど
も
、
御
集
と
て
、
唐
の
白
氏
の
文
集
な
ど
の
ご
と
く
に
、
好
む
人
も
て

あ
そ
ぶ
と
ぞ
承
る
。

『
今
鏡
』
御
笠
の
松
で
は
、
忠
通
の
和
歌
に
関
す
る
話
題
に
続
け
て
、
漢
詩
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
と
同
様
に
漢
詩
に

も
優
れ
て
い
た
忠
通
は
、
Ⓐ
白
河
院
の
た
め
に
『
続
本
朝
秀
句
』
を
撰
集
し
⑹
、
Ⓑ
藤
原
基
俊
に
和
漢
の
言
葉
を
選
ん
で
番
わ
せ
た
と
い

う
逸
話
を
載
せ
る
⑺
。
ま
た
、
Ⓒ
で
は
、
忠
通
の
「
御
集
」
す
な
わ
ち
『
法
性
寺
殿
御
集
』
が
白
居
易
の
『
白
氏
文
集
』
な
ど
と
同
様
に

賞
玩
さ
れ
た
と
も
伝
え
て
い
る
。「
文
集
に
比
す
る
の
は
溢
美
の
そ
し
り
を
免
か
れ
ま
い
」
と
川
口
久
雄
氏
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
⑻
、

『
白
氏
文
集
』
と
同
列
に
扱
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
考
え
難
い
が
、
少
な
く
と
も
同
時
代
的
に
は
忠
通
の
漢
詩
や
『
法
性
寺
殿
御
集
』

に
つ
い
て
の
低
く
な
い
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
『
法
性
寺
殿
御
集
』
の
詩
を
対
象
に
、
詩
語
や
典
拠
の
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
平
安
時
代
後
期
の
文
壇
を
主
導

し
た
忠
通
の
表
現
世
界
の
深
奥
に
迫
り
た
い
。
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二
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
受
容

稿
者
は
こ
れ
ま
で
忠
通
の
文
壇
や
詩
歌
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
忠
通
の
詩
壇
は
当
代
の
代
表
的
な
詩
人
が
偏
り
な
く
参
加

し
て
お
り
、
歌
壇
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
水
準
の
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
⑼
。
ま
た
、
忠
通
の
句
題
詩
に
は
白
居
易

に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
和
漢
の
類
書
的
典
籍
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
⑽
。
し
か
し
な
が
ら
、
幼
学
書
や
類
書
は
か
な
り
詳
細
に
検
討
を
行
わ
な
い
限
り
、
直
接
の
典
拠
と
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
忠
通
の
詩
を
例
に
示
す
。

▽
藤
原
忠
通
「
春
日
遊
覧
」（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
四
﹇
二
一
五
﹈）
の
首
聯

春
花
漠
漠
鳥
関
関
、
細
馬
香
衫
聞
也
攀
。

右
の
詩
句
は
「
春
日
遊
覧
」
と
題
さ
れ
た
無
題
詩
の
首
聯
（
第
一
句
と
第
二
句
）
で
あ
る
。
こ
の
第
二
句
の
「
細
馬
香
衫
」
と
い
う
表

現
は
次
の
詩
句
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
白
居
易
、
牡
丹
芳
、
白
氏
文
集
巻
四
﹇
一
五
二
﹈〕

車
軟

貴
公
主
、
香
衫
細
馬
豪
家
郎
。
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「
香
衫
細
馬
の
豪
家
の
郎
」
と
は
、
香
を
焚
き
し
め
た
上
着
を
身
に
つ
け
、
良
馬
に
跨
っ
た
富
豪
の
子
息
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

句
は
白
居
易
の
新
楽
府
「
牡
丹
芳
」
の
一
節
で
あ
り
、
当
時
も
て
は
や
さ
れ
た
牡
丹
を
見
に
出
か
け
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。「
牡
丹
芳
」

の
影
響
は
忠
通
の
句
題
詩
「
花
木
逢
恩
賞
〈
探
得
紅
字
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
一
五
﹈）
に
も
見
ら
れ
る
が
⑾
、
白
居
易
の
「
新
楽
府
」

五
十
首
は
幼
学
書
と
し
て
独
立
し
て
読
ま
れ
た
た
め
、『
白
氏
文
集
』
と
い
う
よ
り
も
「
新
楽
府
」
の
受
容
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
摘
句
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
親
王
付
王
孫
﹇
六
六
六
﹈
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
受
容
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
幼
学
書
や
類
書
に
し
か
見
え
な
い
場
合
を
除
き
、
複
数
の
典
籍
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
詩
句
の
直
接
の
典
拠
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。

そ
の
た
め
、
幼
学
書
や
類
書
の
影
響
を
考
え
る
た
め
に
は
、
詩
人
ご
と
に
漢
詩
を
網
羅
的
に
検
討
し
、
綿
密
に
諸
書
と
比
較
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
忠
通
の
漢
詩
に
お
け
る
幼
学
書
の
影
響
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
こ
こ
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
受
容
に
つ
い

て
の
み
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）
が
中
国
と
日
本
の
秀
句
・
秀
歌
を
撰
び
出
し
た
詩
歌
集
で
あ
る
。
幼
学
書
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
朗
詠
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
類
書
の
よ
う
に
詠
作
の
参
考
書
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
忠
通
も
幼
少
の
頃
か
ら
『
和

漢
朗
詠
集
』
に
親
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
忠
通
の
詩
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
詩
句
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
一
つ
取
り
上
げ
た
い
。

▽
藤
原
忠
通
「
看
月
自
忘
暑
〈
情
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
一
九
﹈）
の
頷
聯

混
珠
猶
有
招
涼
思
、
類
雪
更
無
到
熱
情
。

― ７ ― 藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について



右
の
詩
句
は
「
看
月
自
忘
暑
（
月
を
看
て
自
づ
か
ら
暑
き
を
忘
る
）」
詩
の
頷
聯
（
第
三
句
と
第
四
句
）
で
あ
る
。「
看
月
自
忘
暑
」
と

い
う
詩
題
は
、
夏
の
夜
に
月
を
見
て
自
然
と
暑
さ
を
忘
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
第
三
句
の
「
混
珠
猶
有
招
涼
思
（
珠
に
混
じ
れ
ば

猶
ほ
招
涼
の
思
ひ
有
る
が
ご
と
し
）」
は
、『
拾
遺
記
』
に
見
え
る
燕
の
昭
王
が
所
持
し
た
招
涼
の
珠
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

が
⑿
、
着
想
の
き
っ
か
け
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
あ
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
納
涼
に
は
次
の
二
つ
の
句
が

並
べ
ら
れ
て
い
る
。

〔
大
江
匡
衡
、
避
暑
対
水
石
詩
序
、
和
漢
朗
詠
集
巻
上
・
納
涼
﹇
一
六
二
﹈（『
江
吏
部
集
』
巻
上
、『
本
朝
文
粋
』
巻
八
﹇
二
二
三
﹈）〕

班
婕
妤
団
雪
之
扇
、
代
岸
風
兮
長
忘
、
燕
昭
王
招
涼
之
珠
、
当
沙
月
兮
自
得
。

〔
白
居
易
、
苦
熱
題
恒
寂
師
房
、
和
漢
朗
詠
集
巻
上
・
納
涼
﹇
一
六
一
﹈〕（『
千
載
佳
句
』
避
暑
）

不
是
禅
房
無
熱
到
、
但
能
心
静
即
身
涼
。

前
者
は
大
江
匡
衡
の
詩
序
の
隔
句
対
で
、
詩
序
の
全
文
は
『
江
吏
部
集
』
や
『
本
朝
文
粋
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
燕
昭
王
招
涼

之
珠
、
当
沙
月
兮
自
得
（
燕
の
昭
王
の
招
涼
の
珠
、
沙
月
に
当
つ
て
自
づ
か
ら
得
た
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
燕
の
昭
王
の
故
事
が
踏
ま

え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
白
居
易
の
詩
の
摘
句
で
、「
不
是
禅
房
無
熱
到
（
是
れ
禅
房
に
熱
の
到
る
こ
と
無
き
に
あ
ら
ず
）」
と
あ
る
。
忠

通
の
詩
の
第
四
句
「
類
雪
更
無
到
熱
情
（
雪
に
類
せ
ば

更
に
到
熱
の
情
無
し
）」
と
表
現
が
重
な
る
。
こ
の
句
は
『
千
載
佳
句
』
に
も

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
﹇
〇
八
五
三
﹈
に
本
詩
（「
苦
熱
題
恒
寂
師
禅
室
」
と
題
す
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
上
の
句
は
「
可
是
禅
房
無
熱
到
（
是
れ
禅
房
に
熱
の
到
る
こ
と
無
か
る
べ
し
）」
と
な
っ
て
い
る
。

藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について ― ８ ―



大
江
匡
衡
と
白
居
易
の
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
以
外
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
直
接
の
典
拠
と
見
做
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
両
句
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
の
夏
（
納
涼
）
に
隣
接
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
看
月
自
忘
暑
」
と
い
う
詩
題
が

「
納
涼
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
容
易
に
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
、
忠
通
は
本
詩
の
頷
聯
を
作
る
際
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
に
も
、
忠
通
の
詩
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

▽
藤
原
忠
通
「
新
嘗
会
見
五
節
舞
姫
詩
」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
五
六
﹈、『
本
朝
無
題
詩
』
巻
二
﹇
七
六
﹈）

豊
明
之
会
其
来
尚
、
仙
楽
声
声
依
旧
斉
。

金
翠
粧
嬌
琴
曲
奏
、
綺
羅
衣
重
舞
腰
低
。

礼
儀
堂
上
霜
初
日
、
罷
宴
楼
前
月
欲
西
。

不
酔
此
中
争
去
得
、
黄

清
酒
足
相
携
。

こ
の
詩
は
『
本
朝
無
題
詩
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
第
四
句
「
綺
羅
衣
重
舞
腰
低
（
綺
羅
の
衣
重
く
し
て

舞
腰
低
し
）」
と
第

七
句
「
不
酔
此
中
争
去
得
（
酔
は
ず
ん
ば

此
の
中

争
で
か
去
る
こ
と
を
得
む
）」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
載
る
菅
原
道
真

と
白
居
易
の
句
を
踏
ま
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

〔
菅
原
道
真
、
春
娃
無
気
力
詩
序
、
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
管
絃
﹇
四
六
六
﹈〕（『
菅
家
文
草
』
巻
二
﹇
一
四
八
﹈、『
本
朝
文
粋
』
巻
九
﹇
二

三
六
﹈）

― ９ ― 藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について



羅
綺
之
為
重
衣
、
妬
無
情
於
機
婦
、
管
絃
之
在
長
曲
、
怒
不

於
伶
人
。

〔
白
居
易
、
送
蕭
処
士
遊
黔
南
、
和
漢
朗
詠
集
巻
上
・
月
﹇
二
五
四
﹈〕（『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
﹇
一
一
四
二
﹈、『
千
載
佳
句
』
送
別
）

不
酔
黔
中
争
去
得
、
摩
囲
山
月
正
蒼
蒼
。

前
者
は
『
菅
家
文
草
』
や
『
本
朝
文
粋
』
に
も
載
る
、
道
真
の
詩
序
の
一
節
で
あ
る
。「
羅
綺
之
為
重
衣
、
妬
無
情
於
機
婦
（
羅
綺
の

重
衣
為
る
、
情
無
き
こ
と
を
機
婦
に
妬
む
）」
と
あ
り
、
忠
通
の
第
四
句
の
表
現
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
後
者
は
『
白
氏
文
集
』
や
『
千

載
佳
句
』
に
も
載
る
、
白
居
易
の
詩
句
で
あ
る
。「
不
酔
黔
中
争
去
得
（
酔
は
ず
ん
ば
黔
中
に
争
で
か
去
る
こ
と
を
得
む
）」
と
あ
る
が
、

忠
通
の
第
七
句
と
は
「
黔
」
と
「
此
」
の
異
同
し
か
な
く
、
白
居
易
の
表
現
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
以
外
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
を
残
す
が
、
一
つ
の
詩
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
共
通
す
る
表
現
が
二
つ
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
対
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
や
表
現
を
、
忠
通
の
詩
で
も
同
様
に
対
句
と
し
て
用
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
四
例
挙
げ

る
が
、
い
ず
れ
も
影
響
関
係
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

▽
藤
原
忠
通
「
月
光
浮
水
上
〈
明
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
二
八
﹈）
の
頷
聯

雁
歯
橋
横
秋
漢
潔
、
龍
頭
舟
去
夜
雲
晴
。

〔
白
居
易
、
問
江
南
物
、
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
懐
旧
﹇
七
四
三
﹈〕（『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
﹇
二
七
二
六
﹈、『
千
載
佳
句
』
懐
旧
）
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蘇
州
舫
故
龍
頭
暗
、
王
尹
橋
傾
雁
歯
斜
。

▽
藤
原
忠
通
「
見
画
図
翫
恵
日
寺
秋
気
」（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
二
﹇
一
一
二
﹈）
の
頸
聯

落
葉
路
深
秋
幾
暮
、
深
塵
跡
旧
昔
誰
栖
。

〔
菅
原
文
時
、
山
中
有
仙
家
、
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
仙
家
付
道
士
隠
倫
﹇
五
四
八
﹈〕（『
江
談
抄
』
第
四
﹇
一
〇
九
﹈）

桃
李
不
言
春
幾
暮
、
煙
霞
無
跡
昔
誰
栖
。

▽
藤
原
忠
通
「
冬
日
即
事
」（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
五
﹇
三
二
九
﹈）
の
頸
聯

月
照
沙
頭
霜
在
地
、
嵐
駆
水
面
浪
深
磯
。

〔
白
居
易
、
春
憶
微
之
、
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
草
﹇
四
三
五
﹈〕（『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
﹇
二
三
三
二
﹈、『
千
載
佳
句
』
春
興
）

沙
頭
雨
染
班
班
草
、
水
面
風
駆
瑟
瑟
波
。

▽
藤
原
忠
通
「
秋
日
禅
林
寺
即
事
」（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
九
﹇
五
九
八
﹈）
の
尾
聯

禅
庭
何
有
蕭
疎
物
、
黄
菊
紫
蘭
三
両
叢
。

〔
白
居
易
、
杪
秋
独
夜
、
和
漢
朗
詠
集
巻
上
・
蘭
﹇
二
八
六
﹈〕（『
白
氏
文
集
』
巻
六
七
﹇
三
三
八
四
﹈、『
千
載
佳
句
』
蘭
菊
）

― １１ ― 藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について



前
頭
更
有
蕭
条
物
、
老
菊
衰
蘭
三
両
叢
。

こ
う
し
た
対
句
に
お
け
る
語
句
や
表
現
の
対
応
が
詩
の
表
現
世
界
に
ど
う
い
う
効
果
を
与
え
て
い
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
読
解
に
即

し
て
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
忠
通
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
例
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
影
響
が
疑
わ
れ
る
詩
句
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
白
居
易
だ
け
で
な
く
日
本
の
漢
詩

文
か
ら
も
忠
通
が
学
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
確
か
に
、
忠
通
に
お
け
る
白
居
易
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
白
居
易
の
受
容

に
お
い
て
は
必
ず
し
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
と
共
通
す
る

表
現
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
起
点
に
白
居
易
の
漢
詩
文
を
受
容
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。そ

こ
で
、
次
は
和
書
に
着
想
を
得
た
と
思
わ
れ
る
句
題
詩
の
対
句
を
二
つ
取
り
上
げ
、
忠
通
の
よ
り
深
層
的
な
表
現
世
界
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
た
い
。

三
『
法
性
寺
殿
御
集
』
の
句
題
詩
に
お
け
る
深
層
的
な
読
解
の
試
み

（
一
）「
雪
裏
老
人
思
」
詩
の
頷
聯
に
つ
い
て

▽
藤
原
忠
通
「
雪
裏
老
人
思
〈
情
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
五
一
﹈）

繽
紛
雪�

裏�

眼
方
驚

繽
紛
た
る
雪
の
裏
に

眼

方
に
驚
く

藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について ― １２ ―



翫
此
老�

人�

感
思�

成

此
れ
を
翫
ぶ
老
人

感
思
を
成
せ
り

携
杖
路
深
盈
尺
暁

杖
を
携
へ
て
路
深
し

尺
に
盈
つ
る
暁

懸
車
跡
断
積
庭
程

車
を
懸
け
て
跡
断
て
り

庭
に
積
も
る
程

漢
朝
四
皓
花
前
興

漢
朝
の
四
皓

花
の
前
に
興
じ

天
宝
遺
民
月
下
情

天
宝
の
遺
民

月
の
下
に
情
あ
り

行
客
香
山
初
至
夜

行
客

香
山
に

初
め
て
至
る
夜

更
看
鶴

逐
風
軽

更
に
看
れ
ば

鶴

風
を
逐
ひ
て
軽
し

句
題
詩
で
は
、
首
聯
（
第
一
句
と
第
二
句
）
が
「
題
目
」、
頷
聯
（
第
三
句
と
第
四
句
）
が
「
破
題
」、
頸
聯
（
第
五
句
と
第
六
句
）
が

「
本
文
」、
尾
聯
（
第
七
句
と
第
八
句
）
が
「
述
懐
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
⒀
。
最
初
は
句
題
詩
の
説
明
と
併
せ
て
、「
雪
裏
老
人
思
（
雪

の
裏
の
老
人
の
思
ひ
）」
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
確
認
し
て
お
く
。

句
題
詩
で
は
首
聯
で
題
目
の
字
を
す
べ
て
詠
み
込
み
、
か
つ
句
題
の
文
字
を
首
聯
以
外
で
は
用
い
て
は
い
け
な
い
。
本
文
中
の
傍
点
で

示
し
た
よ
う
に
、
本
詩
の
首
聯
で
は
第
一
句
で
「
雪
」「
裏
」
の
二
字
を
、
第
二
句
で
「
老
」「
人
」「
思
」
の
三
字
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

頷
聯
と
頸
聯
で
は
題
意
を
違
う
言
葉
に
置
き
換
え
る
、
す
な
わ
ち
「
破
題
」
す
る
こ
と
が
句
題
詩
の
方
法
で
あ
る
。
通
常
、
頷
聯
か
頸

聯
で
故
事
を
用
い
て
破
題
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
頸
聯
で
故
事
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
故
事
を
用
い
て
破
題
す
る
こ

と
を
「
本
文
」
と
い
う
。
本
詩
の
頷
聯
で
は
「
携
杖
路
深
」
と
「
懸
車
跡
断
」
で
「
老
人
思
」
を
、「
盈
尺
暁
」
と
「
積
庭
程
」
で
「
雪

裏
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
頷
聯
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
、
先
に
頸
聯
を
見
て
お
き
た
い
。

頸
聯
で
は
「
漢
朝
四
皓
」
と
「
天
宝
遺
民
」
で
「
老
人
」
を
、「
花
前
」
と
「
月
下
」
で
「
雪
裏
」
を
、「
興
」
と
「
情
」
で
「
思
」
を
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表
し
て
い
る
。
第
五
句
の
「
漢
朝
四
皓
」
は
漢
の
高
祖
の
時
に
世
を
逃
れ
て
商
山
に
隠
れ
て
い
た
四
人
の
老
人
を
指
し
て
い
る
。

〔
史
記
、
留
侯
世
家
〕

四
人
従
太
子
。
年
皆
八
十
有
餘
、
鬚
眉
皓
白
、
衣
冠
甚
偉
。
上
怪
之
、
問
曰
、
彼
何
為
者
。
四
人
前
対
、
各
言
名
姓
。
曰
、
東
園

公
、

里
先
生
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
。

『
史
記
』
留
侯
世
家
に
は
「
四
人
従
太
子
。
年
皆
八
十
有
餘
、
鬚
眉
皓
白
、
衣
冠
甚
偉
（
四
人

太
子
に
従
ふ
。
年
皆
八
十
有
餘
、
鬚

眉
皓
白
、
衣
冠
甚
だ
偉
な
り
）」
と
あ
り
、
張
良
の
提
案
で
招
か
れ
た
四
人
が
太
子
で
あ
る
劉
盈
（
高
祖
の
嫡
男
）
に
付
き
従
っ
て
輔
佐

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
故
事
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
『
千
載
佳
句
』
な
ど
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

〔
紀
長
谷
雄
、
青
女
司
霜
賦
、
和
漢
朗
詠
集
巻
上
・
霜
﹇
三
六
九
﹈〕

閨
寒
夢
驚
、
或
添
孤
婦
之
砧
上
、
山
深
感
動
、
先
侵
四
皓
之
鬢
辺
。

〔
大
江
匡
衡
、
寿
考
対
策
、
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
老
人
﹇
七
二
七
﹈〕（
本
朝
文
粋
巻
三
﹇
八
二
﹈）

太
公
望
之
遇
周
文
、
渭
浜
之
波
畳
面
、
綺
里
季
之
輔
漢
恵
、
商
山
之
月
垂
眉
。

〔
白
居
易
、
奉
和
晋
公
侍
中
蒙
除
留
守
行
及
洛
師
感
悦
発
中
斐
然
成
詠
之
作
、
白
氏
文
集
巻
六
四
﹇
三
一
三
五
﹈〕（『
千
載
佳
句
』
老
人
）

商
山
老
皓
雖
休
去
、
終
是
留
侯
門
下
人
。
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一
方
、
第
六
句
の
「
天
宝
遺
民
」
と
は
、
玄
宗
皇
帝
の
天
宝
年
間
（
七
四
二
〜
七
五
六
）
か
ら
生
き
残
っ
て
い
る
人
を
指
す
。

〔
白
居
易
、
贈
康
叟
、
白
氏
文
集
巻
一
八
﹇
一
一
一
二
﹈〕（『
千
載
佳
句
』
老
人
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
老
人
﹇
七
二
四
﹈、『
江
談
抄
』

第
四
﹇
六
二
﹈）

八
十
秦
翁
老
不
帰
、
南
賓
太
守
乞
寒
衣
。
再
三
憐
汝
非
他
意
、
天
宝
遺
民
見
漸
稀
。

「
贈
康
叟
」
に
は
「
天
宝
の
遺
民

見
る
こ
と
漸
く
稀
な
り
」
と
あ
る
。
白
居
易
は
康
叟
に
詩
を
贈
り
、
天
宝
時
代
の
生
き
残
り
を
あ

ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
と
詠
ん
で
い
る
。

尾
聯
で
は
通
常
、
題
意
を
踏
ま
え
て
詩
人
自
ら
の
思
い
を
語
る
。
但
し
、
忠
通
の
場
合
は
あ
く
ま
で
も
客
観
的
な
態
度
で
情
景
を
詠
ん

で
い
る
。
第
七
句
の
「
行
客
香
山
初
至
夜
」
は
白
居
易
の
次
の
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
。

〔
白
居
易
、
初
入
香
山
院
対
月
〈
大
和
六
年
秋
作
〉、
白
氏
文
集
巻
六
六
﹇
三
二
七
四
﹈〕

老
住
香
山
初
到
夜
、
秋
逢
白
月
正
円
時
。

大
和
六
年
（
八
三
二
）
に
白
居
易
が
初
め
て
香
山
寺
で
月
を
見
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
老
住
香
山
初
到
夜
（
老
い
て
香
山
に
住
み
初
め

て
到
る
夜
）」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
句
の
「
鶴

」
は
雪
の
降
り
か
か
っ
た
衣
を
指
す
が
、
次
に
挙
げ
る
詩
句
な
ど
、
白
居
易

に
も
用
例
が
多
い
。
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〔
白
居
易
、
酬
令
公
雪
中
見
贈
訝
不
与
夢
得
同
相
訪
、
白
氏
文
集
巻
六
六
﹇
三
二
九
四
﹈〕（『
千
載
佳
句
』
雪
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・

雪
﹇
三
七
六
﹈）

雪
似
鵝
毛
飛
散
乱
、
人
被
鶴

立
徘
徊
。

尾
聯
で
は
白
居
易
の
詩
語
を
用
い
つ
つ
、
香
山
寺
で
秋
の
月
を
見
た
白
居
易
を
雪
の
中
の
老
人
に
読
み
換
え
て
表
現
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
詩
の
全
体
像
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
頷
聯
を
見
て
み
た
い
。
頷
聯
で
は
「
携
杖
」
と
「
懸
車
」
で
そ
れ
ぞ
れ
「
老
人
」

を
含
意
し
て
い
る
。
こ
の
対
句
の
構
成
の
典
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
本
朝
文
粋
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
平
兼
盛
の
奏
状
で
あ
る
。

〔
平
兼
盛
、
申
遠
江
駿
河
等
守
状
、
本
朝
文
粋
巻
六
﹇
一
五
五
﹈〕

老
者
少
遺
日
、
弱
者
有
余
年
。
懸
車
不
幾
、
看
形
骸
而
揮
涙
、
携
杖
在
近
、
計
年
暦
以
銷
魂
。

こ
れ
は
天
元
二
年
（
九
七
九
）
七
月
二
二
日
の
も
の
で
あ
る
。
兼
盛
は
「
懸
車
不
幾
、
看
形
骸
而
揮
涙
、
携
杖
在
近
、
計
年
暦
以
銷
魂

（
車
を
懸
け
て
幾
ば
く
な
ら
ず
、
形
骸
を
看
て
は
涙
を
揮
ふ
、
杖
を
携
へ
て
近
き
に
在
り
、
年
暦
を
計
へ
て
は
魂
を
銷
す
）」
と
、
老
い
先

短
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
兼
盛
の
生
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
藤
岡
忠
美
氏
は
「
八
十
二
歳
ほ
ど
ま
で
存
命
か
」
と
推
測
し
て
い
る
⒁
。

仮
に
八
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
の
生
ま
れ
と
な
り
、
当
時
は
七
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
携
杖
」
に
つ
い
て
、
柿
村
重
松
氏
は
『
礼
記
』
を
典
拠
と
し
て
示
し
て
い
る
が
⒂
、
あ
る
い
は
『
芸
文
類
聚
』
な
ど
に
見
え
る
『
続

漢
書
』
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
⒃
。
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〔
礼
記
、
王
制
〕

五
十
杖
於
家
、
六
十
杖
於
郷
、
七
十
杖
於
国
、
八
十
杖
於
朝
。
九
十
者
天
子
欲
有
問
焉
、
則
就
其
室
以
珍
従
。

『
礼
記
』
王
制
に
依
る
と
、
六
〇
歳
の
人
は
郷
内
で
、
七
〇
歳
の
人
は
国
都
で
天
子
か
ら
下
賜
さ
れ
た
杖
を
つ
い
て
行
く
と
人
々
か
ら

敬
意
を
表
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、「
懸
車
」
と
は
七
〇
歳
の
異
称
で
も
あ
る
。

〔
白
虎
通
義
、
致
仕
〕

臣
年
七
十
、
懸
車
致
仕
者
、
臣
以
執
事
趨
走
為
職
。
七
十
陽
道
極
、
耳
目
不
聡
明
、
跂

之
属
。
是
以
退
老
去
、
避
賢
者
路
、
所
以

長
廉
遠
恥
也
。
懸
車
、
示
不
用
也
。

『
白
虎
通
義
』
致
仕
で
は
七
〇
歳
で
官
職
を
辞
し
て
隠
居
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
懸
車
」
に
は
故
事
を
含
意
す

る
用
例
も
存
在
す
る
⒄
。

〔
漢
書
、
薛
広
徳
伝
〕

広
徳
為
御
史
大
夫
、
凡
十
月
免
。
東
帰
沛
、
太
守
迎
之
界
上
。
沛
以
為
栄
、
県
其
安
車
伝
子
孫
。〔
顔
師
古
注
〕
県
其
所
賜
安
車
以

示
栄
也
。
致
仕
県
車
、
蓋
亦
古
法
。
韋
孟
詩
云
県
車
之
義
、
以
洎
小
臣
也
。

前
漢
の
薛
広
徳
は
三
公
の
一
つ
で
あ
る
御
史
大
夫
と
な
っ
た
後
、
主
上
に
直
言
諫
争
を
行
っ
た
。
一
〇
か
月
で
御
史
大
夫
を
免
職
さ
れ

― １７ ― 藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について



た
広
徳
は
沛
郡
に
帰
り
、
主
上
か
ら
安
車
を
賜
っ
た
こ
と
を
栄
誉
と
し
て
、
こ
れ
を
懸
け
つ
る
し
て
子
孫
に
伝
え
た
と
い
う
。

本
詩
の
第
四
句
に
は
「
懸
車
跡
断
（
車
を
懸
け
て
跡
断
て
り
）」
と
あ
る
が
、
も
し
七
〇
歳
で
官
を
辞
し
た
老
人
が
家
に
籠
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
れ
ば
、「
老
人
の
思
ひ
」
の
示
す
感
情
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
か
不
明
瞭
で
あ
り
、
題
意
が
十
分
に
詠
み
込
め
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
薛
広
徳
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
雪
が
庭
に
積
も

る
頃
、
老
い
た
薛
広
徳
は
帝
か
ら
賜
っ
た
安
車
を
懸
け
て
出
仕
し
せ
ず
、
自
ら
の
栄
誉
と
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
。第

四
句
と
対
応
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
第
三
句
も
何
ら
か
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、『
礼

記
』
王
制
を
典
拠
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
想
定
さ
れ
る
年
齢
が
五
〇
か
ら
八
〇
ま
で
幅
広
く
、
詩
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
あ
ま
り
に
も

漠
然
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
蘇
武
の
故
事
を
想
定
し
て
み
た
い
。

〔
漢
書
、
蘇
武
伝
〕

単
于
愈
益
欲
降
之
、
乃
幽
武
置
大
窖
中
、
絶
不
飲
食
。
天
雨
雪
。
武
臥
齧
雪
与
旃
毛
并
咽
之
、
数
日
不
死
。
匈
奴
以
為
神
、
乃
徙
武

北
海
上
無
人
処
、
使
牧
羝
、
羝
乳
乃
得
帰
。
別
其
官
属
常
恵
等
、
各
置
他
所
。
／
武
既
至
海
上
、
廩
食
不
至
、
掘
野
鼠
去
屮
実
而
食

之
。
杖
漢
節
牧
羊
、
臥
起
操
持
、
節
旄
尽
落
。《
中
略
》
武
留
匈
奴
凡
十
九
歳
、
始
以
彊
壮
出
、
及
還
、
須
髪
尽
白
。

前
漢
の
蘇
武
は
使
節
と
し
て
赴
い
た
匈
奴
で
幽
閉
さ
れ
、
雪
と
毛
織
物
の
毛
を
食
べ
て
生
き
残
り
、
漢
節
を
杖
つ
い
て
羊
を
放
牧
し

た
。
漢
と
匈
奴
が
和
親
し
、
蘇
武
が
漸
く
帰
国
で
き
た
の
は
十
九
年
後
で
あ
り
、
あ
ご
ひ
げ
や
髪
は
白
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
故

事
は
『
芸
文
類
聚
』
巻
六
八
・
節
、
巻
九
四
・
羊
、『
文
選
』
巻
一
〇
「
西
征
賦
」
の
李
善
注
な
ど
に
引
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
真
福
寺
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本
『
蒙
求
』「
蘇
武
持
節
﹇
二
六
九
﹈」
に
は
漢
節
を
杖
つ
い
た
と
こ
ろ
の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、
蘇
武
の
故
事
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
、「
雪
」「
老
」「
杖
」
な
ど
詩
題
や
詩
句
と
重
な
る
語
句
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
蘇
武
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
た
い
。
す

な
わ
ち
、
第
三
句
は
「
雪
が
一
尺
降
り
積
も
る
明
け
方
に
、
匈
奴
で
囚
わ
れ
た
蘇
武
は
漢
節
を
杖
と
し
て
手
離
さ
ず
、
遠
く
漢
を
思
い
遣

っ
た
」
と
解
し
て
お
く
。

本
詩
で
は
頸
聯
で
「
漢
朝
四
皓
」
と
「
天
宝
遺
民
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
、
頷
聯
で
は
必
ず
し
も
故
事
を
踏
ま
え
る
必
要
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
頷
聯
の
「
携
杖
」
と
「
懸
車
」
は
単
に
「
老
人
」
を
言
い
換
え
た
言
葉
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、「
老
人

の
思
ひ
」
が
い
か
な
る
感
情
を
表
し
て
い
る
か
は
曖
昧
な
ま
ま
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
忠
通
は
平
兼
盛
の
奏
状
か
ら
「
懸
車
」
と
「
携

杖
」
と
い
う
対
語
の
着
想
を
得
た
上
で
、
詩
題
の
「
雪
裏
老
人
思
」
を
破
題
す
る
に
相
応
し
い
故
事
の
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
付
加
し
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
対
語
の
イ
メ
ー
ジ
の
深
化
が
見
ら
れ
る
例
を
も
う
一
つ
だ
け
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

（
二
）「
花
下
招
賢
士
」
詩
の
頸
聯
に
つ
い
て

▽
藤
原
忠
通
「
花
下
招
賢
士
〈
春
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
一
一
﹈）

招�

来
賢�

士�

静
慇
懃
、
花�

下�

終
朝
談
恵
仁
。

雪
馥
騁
迎
初
至
暁
、
鳥
哥
羽
翼
已
成
辰
。

鄭
公
谿
廃
風
薫
暮
、
袁
氏
門
開
雪
暖
春
。

桜
杏
桃
李
争
綻
処
、
蒲
輪
跡
出
翫
濃
匂
。

「
花
下
招
賢
士
（
花
下
に
賢
士
を
招
く
）」
と
い
う
句
題
の
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
頸
聯
に
注
目
し
て
考
察
を
行
う
。
頸
聯
は
「
鄭
公
谿
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廃
」
と
「
袁
氏
門
開
」
が
「
招
賢
士
」
を
、「
風
薫
暮
」
と
「
雪
暖
春
」
が
「
花
下
」
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
五
句
で
鄭
弘
の
故

事
を
、
第
六
句
で
袁
安
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
故
事
を
対
句
に
用
い
る
例
は
、
菅
原
文
時
の
作
っ
た
辞
表
に
見
え
る
。

〔
菅
原
文
時
、
為
一
条
左
大
臣
辞
右
大
臣
第
三
表
、
本
朝
文
粋
巻
五
﹇
一
二
六
﹈〕（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
丞
相
付
執
政
﹇
六
七
九
﹈）

春
過
夏
闌
、
袁
司
徒
之
家
雪
応
路
達
、
旦
南
暮
北
、
鄭
太
尉
之
谿
風
被
人
知
。

文
時
の
「
一
条
左
大
臣
の
為
に
右
大
臣
を
辞
す
る
第
三
表
」
に
は
、「
春
過
夏
闌
、
袁
司
徒
之
家
雪
応
路
達
、
旦
南
暮
北
、
鄭
太
尉
之

ら

谿
風
被
人
知
（
春
過
ぎ
夏
闌
け
ぬ
、
袁
司
徒
が
家
の
雪

路
達
し
ぬ
応
し
、
旦
に
は
南

暮
に
は
北
、
鄭
太
尉
が
谿
の
風

人
に
知
ら
れ

た
り
）」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
『
本
朝
文
粋
』
だ
け
で
な
く
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
忠
通
に
と
っ
て
も
馴
染
み

深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
詩
の
頸
聯
を
文
時
の
句
と
比
べ
る
と
、「
鄭
公
（
鄭
大
尉
）」、「
谿
」、「
風
」、「
暮
」、「
袁
氏
（
袁

司
徒
）」、「
雪
」、「
春
」
と
表
現
上
で
も
か
な
り
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
文
時
の
摘
句
か
ら
頸
聯
の
対
句
の
着
想
を
得
た
可
能

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
五
句
の
鄭
弘
の
故
事
は
『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
引
か
れ
る
『
会
稽
記
』
に
見
え
る
。

〔
会
稽
記
（『
後
漢
書
』
鄭
弘
伝
・
李
賢
注
所
引
）〕

孔
霊
符
会
稽
記
曰
、
射
的
山
南
有
白
鶴
山
、
此
鶴
為
仙
人
取
箭
。
漢
太
尉
鄭
弘
嘗
采
薪
、
得
一
遺
箭
。
頃
有
人

。
弘
還
之
、
問
何

所
欲
。
弘
識
其
神
人
也
、
曰
、
常
患
若
邪
渓
載
薪
為
難
。
願
旦
南
風
、
暮
北
風
。
後
果
然
。
故
若
邪
渓
風
至
今
猶
然
。
呼
為
鄭
公
風

也
。
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若
邪
渓
で
薪
を
取
っ
て
い
た
鄭
弘
は
仙
人
の
箭
を
拾
っ
た
返
礼
に
、
若
邪
渓
に
吹
く
風
向
き
を
、
朝
は
南
風
に
、
夕
方
は
北
風
に
変
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
鄭
弘
谿
廃
（
鄭
公
の
谿
廃
る
）」
と
は
、
鄭
弘
が
賢
士
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と
を
表

し
て
い
る
。

ま
た
、「
風
薫
暮
（
風
薫
る
暮
）」
と
は
、
春
に
咲
く
花
の
香
り
を
含
ん
だ
風
が
夕
暮
れ
に
吹
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。『
会
稽
記
』

で
は
夕
方
に
若
邪
渓
に
吹
く
の
は
北
風
で
あ
る
が
、
第
五
句
に
は
南
風
と
い
う
含
意
が
指
摘
で
き
る
。「
風
薫
る
」
と
い
う
表
現
は
唐
詩

以
前
の
詩
に
は
少
な
い
が
、
白
居
易
に
用
例
が
見
出
せ
る
。

〔
白
居
易
、
太
平
楽
詞
二
首
（
其
二
）、
白
氏
文
集
巻
一
八
﹇
一
一
九
一
﹈〕

湛
露
浮
尭
酒
、
薫
風
起
舜
歌
。
願
同
尭
舜
意
、
所
楽
在
人
和
。

白
居
易
の
「
太
平
楽
詞
二
首
」（
其
の
二
）
に
は
「
薫
風
」
と
い
う
語
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
孔
子
家
語
』
に
基
づ
く
表
現
と
考
え

ら
れ
る
。

〔
孔
子
家
語
、
弁
楽
解
〕

昔
者
、
舜
弾
五
絃
之
琴
、
造
南
風
之
詩
。
其
詩
曰
、
南
風
之
薫
兮
、
可
以
解
吾
民
之
慍
兮
、
南
風
之
時
兮
、
可
以
阜
民
之
財
兮
。
唯

修
此
化
。
故
其
興
也
勃
焉
。
徳
如
泉
流
、
至
于
今
、
王
公
大
人
、
述
而
弗
忘
。
殷
紂
好
為
北
鄙
之
声
、
其
廃
也
忽
焉
。
至
于
今
、
王

公
大
人
、
挙
以
為
誡
。
夫
舜
起
布
衣
、
積
徳
含
和
、
而
終
以
帝
。
紂
為
天
子
、
荒
淫
暴
乱
、
而
終
以
亡
。
非
各
所
修
之
致
乎
。
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子
路
が
琴
を
奏
で
て
い
る
の
を
聞
い
た
孔
子
が
冉
有
に
語
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
孔
子
は
「
南
風
之
薫
兮
、
可
以
解
吾
民
之
慍
兮
、

南
風
之
時
兮
、
可
以
阜
民
之
財
兮
（
南
風
の
薫
る
や
、
以
て
吾
が
民
の
慍
り
を
解
く
べ
し
、
南
風
の
時
な
る
や
、
以
て
民
の
財
を
阜
ん
に

す
べ
し
）」
と
舜
が
詠
じ
た
南
風
の
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
白
居
易
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
薫
風
起
舜
歌
（
薫
風

舜
歌
に
起
こ
る
）」
と

表
現
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
舜
の
南
風
の
詩
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
忠
通
は
こ
の
「
南
風
」
の
含
意
を
生
か
し
な
が
ら
、「
鄭
公

谿
廃
」
と
表
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
第
五
句
は
「
鄭
弘
が
賢
人
と
し
て
招
か
れ
て
い
な
く
な
っ
た
後
の
若
邪
渓
で

は
、
夕
方
に
北
風
が
吹
か
な
く
な
り
、
今
で
は
春
に
咲
く
花
の
香
り
を
含
ん
だ
南
風
が
夕
暮
れ
に
吹
い
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
に
な
る
。

続
く
第
六
句
の
袁
安
の
故
事
も
ま
た
『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
引
か
れ
る
『
汝
南
先
賢
伝
』
に
見
え
る
。

〔
汝
南
先
賢
伝
（『
後
漢
書
』
袁
安
伝
・
李
賢
注
所
引
）〕

汝
南
先
賢
伝
曰
、
時
大
雪
積
地
丈
餘
、
洛
陽
令
身
出
案
行
、
見
人
家
皆
除
雪
出
、
有
乞
食
者
。
至
袁
安
門
、
無
有
行
路
。
謂
安
已

死
、
令
人
除
雪
入
戸
、
見
安
僵
臥
。
問
何
以
不
出
。
安
曰
、
大
雪
人
皆
餓
。
不
宜
干
人
。
令
以
為
賢
、
挙
為
孝
廉
也
。

袁
安
は
大
雪
の
日
、
飢
え
て
物
乞
い
を
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
除
雪
も
せ
ず
に
家
に
籠
っ
て
い
た
た
め
、
県
令
に
賢
人
と
認
め
ら
れ
て
、

孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
句
は
「
袁
安
が
賢
人
と
し
て
招
か
れ
た
た
め
、
か
つ
て
は
大
雪
の
中
に
埋
も
れ
て
い

た
門
が
、
雪
の
よ
う
に
花
が
散
る
暖
か
い
春
に
開
い
て
い
る
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
袁
安
の
家
に
降
り
積
も
っ
て
い
た
雪
を
春
に

舞
い
散
る
花
に
読
み
換
え
る
こ
と
で
、
家
に
閉
じ
籠
っ
て
寝
て
い
た
袁
安
が
賢
人
と
し
て
招
か
れ
て
出
仕
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
転
換

に
大
き
な
効
果
を
与
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
詩
の
頸
聯
に
引
か
れ
て
い
る
故
事
は
い
ず
れ
も
『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
後
漢
書
』
が
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三
史
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
李
賢
注
を
原
拠
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
は
誤
り
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
忠
通
が
『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
か
ら
直
接
詠
作
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
少
な
か

ら
ず
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
『
本
朝
文
粋
』
か
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
介
し
て
菅
原
文
時
の
摘
句
か
ら
着
想
を
得
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

忠
通
の
漢
詩
に
お
け
る
詩
語
の
新
奇
性
に
つ
い
て

最
後
に
、
忠
通
の
漢
詩
に
お
け
る
表
現
の
特
徴
と
し
て
、
新
奇
的
な
表
現
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、「
錦
繍
」
と
い
う
詩
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
語
は
例
え
ば
次
の
詩
に
見
え
る
よ
う
に
、
通
常
、
紅
葉
を
表
す
言
葉
と
し

て
使
わ
れ
る
。

〔
菅
原
定
義
、
渡
水
尋
紅
葉
、
類
聚
句
題
抄
﹇
一
三
九
﹈〕

錦
繍
谷
中
踰
岸
至
、
丹
青
樹
下
過
林
行
。

菅
原
定
義
の
詩
句
で
は
「
錦
繍
の
谷
の
中

岸
を
踰
え
て
至
る
、
丹
青
の
樹
の
下

林
に
過
り
て
行
く
」
と
あ
る
が
、「
渡
水
尋
紅
葉

（
水
を
渡
り
て
紅
葉
を
尋
ぬ
）」
と
い
う
詩
題
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
錦
繍
」
は
紅
葉
を
指
し
て
い
る
。
忠
通
の
詩
に
お
い
て
も
紅
葉
の
意

味
で
用
い
ら
れ
る
例
は
存
在
す
る
。
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▽
藤
原
忠
通
「
秋
三
首
」（
其
一
）（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
五
﹇
二
七
二
﹈）

明
王
好
倹
不
能
禁
、
紅
紫
蘭
将
錦
繍
林
。

迷
暗
更
無
山
月
導
、
観
空
猶
被
客
塵
侵
。

眼
偸
瀑
布
秋
泉
色
、
耳
仮
弾
箏
暁
峡
音
。

買
地
便
知
雲
物
富
、
苔
封
万
石
菊
千
金
。

こ
こ
で
も
秋
の
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
錦
繍
の
林
」
は
紅
葉
し
た
木
々
を
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
錦
繍
」
の
語
に
つ
い
て
は
本

間
洋
一
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

一
体
先
に
述
べ
た
如
く
、
中
国
詩
の
世
界
で
は
錦�

は
花
で
あ
る
こ
と
が
一
般
で
あ
っ
て
、
そ
の
垣
根
を
越
え
て
も�

み�

じ�

に
ま
で
用
い

る
の
は
実
は
余
り
見
え
ず
、
も�

み�

じ�＝
錦
と
見
立
て
て
頻
用
す
る
の
は
本
朝
詩
歌
に
著
し
く
偏
っ
た
傾
向
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か

（
尚
、
付
加
す
れ
ば
和
歌
世
界
で
は
花
を
錦
と
見
立
て
る
例
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
よ
う
か
）⒅
。

中
国
で
は
花
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
な
「
錦
繍
」
の
語
は
日
本
で
は
紅
葉
を
指
す
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
忠
通
に
は
花
の
意
味
で
用
い
る
「
錦
繍
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。

▽
藤
原
忠
通
「
山
水
花
皆
満
〈
紅
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
二
﹈）

有
水
有
山
西
也
東
、
春
花
皆
発
満
望
中
。
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柳
堤
絮
乱
雪
無
地
、
梅
嶺
粧
餘
霞
在
空
。

錦
繍
谷
弥
雖
襲
彩
、
楓
松
江
独
不
知
紅
。

縦
令
仁
智
尋
辺
畔
、
箇
裏
濃
香
豈
得
窮
。

「
山
水
花
皆
満
（
山
水
に
花
皆
な
満
つ
）」
と
い
う
句
題
の
詩
で
、
春
の
季
節
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
頸
聯
の
「
錦
繍
谷

弥
雖
襲
彩
、
楓
松
江
独
不
知
紅
（
錦
繡
の
谷

弥
い
よ
彩
を
襲
ぬ
る
と
雖
も
、
楓
松
の
江

独
り
紅
を
知
ら
ず
）」
の
「
錦
繍
の
谷
」
は

紅
葉
で
は
な
く
花
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
錦
繍
の
谷
」
は
白
居
易
の
文
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ

る
。

〔
白
居
易
、
草
堂
記
、
白
氏
文
集
巻
二
六
﹇
一
四
七
二
﹈〕

其
四
傍
、
耳
目
杖

可
及
者
、
春
有
錦
繍
谷
花
、
夏
有
石
門
澗
雲
、
秋
有
虎
谿
月
、
冬
有
鑪
峯
雪
。
陰
晴
顕
晦
、
昏
旦
含
吐
、
千
変

万
状
、
不
可
殫
紀
、

縷
而
言
。
故
云
甲
廬
山
者
。

白
居
易
の
「
草
堂
記
」
に
は
、「
春
有
錦
繍
谷
花
、
夏
有
石
門
澗
雲
、
秋
有
虎
谿
月
、
冬
有
鑪
峯
雪
（
春
に
は
錦
繍
谷
の
花
有
り
、
夏

に
は
石
門
澗
の
雲
有
り
、
秋
に
は
虎
谿
の
月
有
り
、
冬
に
は
鑪
峯
の
雪
有
り
）」
と
あ
り
、
春
の
景
物
と
し
て
「
錦
繍
谷
の
花
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

忠
通
の
詩
で
「
錦
繍
」
を
花
の
意
味
で
用
い
る
例
は
も
う
一
つ
あ
る
。
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▽
藤
原
忠
通
「
月
下
対
花
柳
〈
粧
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
四
﹈）

元
来
花
柳
興
尋
常
、
月
下
対
之
弥
断
膓
。

面
可
相
当
浮
鏡
黛
、
目
難

捨
映
珠
粧
。

青
煙
迎
霽
消
無
色
、
素
艶
混
輝
弁
以
香
。

此
夕
若
非
清
影
夕
、
春
山
錦
繍
暗
中
装
。

こ
れ
も
春
の
詩
で
あ
る
た
め
、
紅
葉
で
は
な
く
花
を
「
錦
繍
」
に
見
立
て
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
的
な
表
現
と
は

異
な
る
詩
語
の
用
い
方
に
、
忠
通
の
中
国
的
な
詩
の
世
界
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
表
現
の
背
景

に
、
白
居
易
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、「
魏
相
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。

▽
藤
原
忠
通
「
春
裏
花
尤
貴
〈
情
〉」（『
法
性
寺
殿
御
集
』﹇
九
﹈）

春
裏
元
来
令
眼
驚
、
非
斯
外
事
貴
花
情
。

羽
林
栄
曜
迷
霞
色
、
宮
腋
警
巡
代
鳥
声
。

魏
相
論
粧
風
暖
後
、
楊
妃
仮
艶
日
遅
程
。

行
人
税
駕
無
空
過
、
一
樹
猶
伝
万
石
名
。

「
春
裏
花
尤
貴
（
春
の
裏
に
花
は
尤
も
貴
し
）」
と
い
う
句
題
の
詩
で
あ
る
が
、
第
五
句
に
「
魏
相
論
粧
風
暖
後
（
魏
相

粧
を
論
ず
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風
の
暖
か
き
後
）」
と
見
え
る
。
こ
の
句
は
花
を
詠
み
込
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
た
め
、「
魏
相
論
粧
」
で
「
花
尤
貴
」、「
風
暖
後
」
で

「
春
裏
」
を
破
題
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
以
前
に
用
例
は
見
出
せ
な
い
「
魏
相
」
と
い
う
言
葉
は
、
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
〜
一

〇
七
二
）
の
「
洛
陽
牡
丹
記
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

〔
欧
陽
脩
、
洛
陽
牡
丹
記
・
花
釈
名
第
二
〕

魏
家
花
者
、
千
葉
肉
紅
花
、
出
於
魏
相
〈
仁
浦
〉
家
。
始
樵
者
於
寿
安
山
中
見
之
、

以
売
魏
氏
。
魏
氏
池
館
甚
大
、
伝
者
云
、
此

花
初
出
時
、
人
有
欲
閲
者
、
人
税
十
数
銭
。
乃
得
登
舟
渡
池
至
花
所
。
魏
氏
日
収
十
数
緡
。
其
後
破
亡
、
鬻
其
園
。
今
普
明
寺
後
林

池
、
乃
其
地
。
寺
僧
耕
之
、
以
植
桑
麦
。
花
伝
民
家
甚
多
。
人
有
数
其
葉
者
、
云
至
七
百
葉
。
銭
思
公
嘗
曰
、
人
謂
牡
丹
花
王
、
今

姚
黄
真
可
為
王
、
而
魏
花
乃
后
也
。

こ
こ
で
は
魏
花
と
称
さ
れ
る
紫
色
の
牡
丹
の
花
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
魏
仁
浦
の
家
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
魏
仁

浦
は
「
魏
相
」
と
あ
る
よ
う
に
、
後
周
の
世
宗
の
時
に
宰
相
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（『
宋
史
』
魏
仁
浦
伝
）。「
人
謂
牡
丹
花
王
、
今
姚

黄
真
可
為
王
、
而
魏
花
乃
后
也
（
人

牡
丹
を
花
の
王
と
謂
ひ
、
今
の
姚
黄
は
真
に
王
た
る
べ
し
、
而
し
て
魏
花
は
乃
ち
后
な
り
）」
と

あ
る
よ
う
に
、
姚
氏
の
家
で
作
ら
れ
た
黄
色
い
牡
丹
「
姚
黄
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
⒆
。

欧
陽
脩
の
『
洛
陽
牡
丹
記
』
は
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
の
作
と
さ
れ
る
た
め
⒇
、『
法
性
寺
殿
御
集
』
が
成
立
す
る
よ
り
一
世
紀
ほ

ど
前
に
な
る
。
忠
通
が
『
洛
陽
牡
丹
記
』
か
ら
直
接
「
魏
相
」
と
い
う
詩
語
を
学
ん
だ
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
唐
代
以
前
の
典
籍
だ
け
で

な
く
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
新
し
い
情
報
を
基
に
忠
通
が
新
た
な
表
現
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
忠
通
の
意
欲
的
な
詠
作
態
度
が
窺
え

る
。
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以
上
の
よ
う
に
、『
法
性
寺
殿
御
集
』
を
中
心
に
、
忠
通
の
詩
才
や
詠
作
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
忠
通
の
詩
に
は

『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
の
影
響
が
か
な
り
顕
著
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、『
本
朝
文
粋
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
漢
詩
文
の

対
句
表
現
か
ら
着
想
を
得
な
が
ら
、
詩
題
に
則
っ
た
故
事
や
表
現
の
模
索
、
新
奇
な
表
現
の
摂
取
な
ど
、
広
く
深
い
表
現
世
界
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
う
し
た
忠
通
の
詩
境
に
迫
る
た
め
に
は
、
読
解
に
お
い
て
故
事
や
用
例
を
か
な
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
幼
学
書
や
類
書
の
利
用
、
同
時
代
の
漢
詩
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
忠
通

の
漢
詩
を
読
解
し
て
い
く
う
え
で
の
課
題
で
あ
る
。

注＊
引
用
し
た
本
文
は
、『
法
性
寺
殿
御
集
』
は
尊
経
閣
叢
刊
、『
中
右
記
』
は
増
補
史
料
大
成
、『
今
鏡
』
は
海
野
泰
男
『
今
鏡
全
釈

上
』（
福
武
書

店
、
一
九
八
二
年
）、『
本
朝
無
題
詩
』
は
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
一
〜
三
（
新
典
社
、
一
九
九
二
〜
四
年
）、『
白
氏
文
集
』
は
『
宮
内

庁
所
蔵
那
波
本
白
氏
文
集
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、『
和
漢
朗
詠
集
』
は
和
歌
文
学
大
系
、『
本
朝
文
粋
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
芸

文
類
聚
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
は
中
華
書
局
、『
礼
記
』
は
十
三
経
注
疏
、『
白
虎
通
義
』
は
新
編
諸
子
集
成
、『
孔
子
家
語
』
は
新
釈
漢
文
大
系
、

『
類
聚
句
題
抄
』
は
本
間
洋
一
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、『
洛
陽
牡
丹
記
』
は
四
庫
全
書
に
拠
り
、
傍
線
・
傍
点
を
付

し
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
私
に
改
め
た
。
な
お
、
引
用
文
の
〈

〉
は
割
注
を
表
す
。

⑴
『
法
性
寺
殿
御
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
佐
藤
道
生
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。「『
法
性
寺
殿
御
集
』
考
」（『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
は
一
九
八
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑵

注
⑴
佐
藤
前
掲
論
文
。

⑶

注
⑴
佐
藤
前
掲
論
文
。

⑷

柳
川
響
「
藤
原
忠
通
の
文
壇
と
表
現
」（
小
峯
和
明
監
修
『
シ
リ
ー
ズ

日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
』
第
四
巻

文
学
史
の
時
空
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
七
年
）
で
は
、
忠
通
が
中
心
と
な
っ
た
和
歌
と
漢
詩
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

⑸
『
今
鏡
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
内
容
最
下
限
の
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
の
成
立
と
す
る
説
と
、
そ
れ
よ
り
も
後
の
成
立
と
す
る
説
が
あ
る
。
加
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納
重
文
氏
は
「
旧
来
の
説
ど
お
り
に
、
作
品
自
身
が
序
文
に
記
す
嘉
応
二
年
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
」
と
す
る
（「
今
鏡
」『
平
安
時
代
史

事
典
』
上
、
二
〇
一
二
年
）。

⑹
『
今
鏡
』
す
べ
ら
ぎ
の
中
第
二
・
紅
葉
の
御
狩
に
は
、「
又
本
朝
秀
句
と
申
す
な
る
書
の
後
し
つ
が
せ
給
ふ
と
て
、
法
性
寺
の
入
道
大
臣
に
撰
ば
せ

奉
ら
せ
給
ふ
と
て
き
こ
え
侍
り
き
。
そ
の
書
の
名
は
続
本
朝
秀
句
と
い
ひ
て
、
三
巻
、
情
多
く
撰
ば
せ
給
へ
る
文
も
侍
る
な
り
」
と
見
え
る
。

⑺

川
口
久
雄
氏
は
「
基
俊
に
和
漢
の
集
を
与
え
た
と
あ
る
の
は
あ
る
い
は
新
撰
朗
詠
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
（「
院
政
後

期
の
漢
文
学
」『
三
訂

平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究

下
篇
』
明
治
書
院
、
一
九
九
〇
年
）。
ま
た
、
佐
藤
道
生
氏
は
「
学
問
文
事
に
対
す
る

欲
求
が
、
忠
通
に
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
如
き
撰
集
を
思
い
立
た
せ
、
基
俊
も
そ
の
意
向
を
承
け
て
、
自
ら
そ
の
編
纂
に
当
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
指
摘
す
る
（「『
法
性
寺
殿
御
集
』
考
」）。

⑻

注
⑺
川
口
前
掲
論
文
。

⑼

注
⑷
柳
川
前
掲
論
文
。

⑽

柳
川
響
「
藤
原
忠
通
の
句
題
詩
と
そ
の
背
景
│
│
保
延
五
年
六
月
四
日
の
作
文
会
を
中
心
に
│
│
」（『
同
志
社
国
文
学
』
九
三
、
二
〇
二
〇
年
一

二
月
）
参
照
。

⑾

注
⑽
柳
川
前
掲
論
文
。
な
お
、
忠
通
の
和
歌
「
さ
き
し
よ
り
ち
り
は
つ
る
ま
で
み
し
ほ
ど
に
は
な
の
も
と
に
て
は
つ
か
へ
に
け
り
」（
詞
花
和
歌

集
・
春
・
四
八
）
が
「
牡
丹
芳
」
の
「
花
開
花
落
二
十
日
、
一
城
之
人
皆
若
狂
（
花
開
き

花
落
つ

二
十
日
、
一
城
の
人

皆
な
狂
へ
る
が
若

し
）」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
井
上
宗
雄
・
片
野
達
郎
『
詞
花
和
歌
集
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）
な
ど
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

⑿
『
拾
遺
記
』
は
後
秦
・
王
嘉
が
著
し
た
が
、
早
く
に
亡
失
し
、
現
行
本
は
梁
・
蕭
綺
が
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。『
拾
遺
記
』
で
は
、
燕
の
昭
王
が

所
持
し
た
黒
蚌
の
珠
に
つ
い
て
、「
昭
王
常
懐
此
珠
、
当
隆
暑
之
月
、
体
自
軽
涼
。
号
曰
銷
暑
招
涼
之
珠
也
（
昭
王
常
に
此
の
珠
を
懐
け
ば
、
隆

暑
の
月
に
当
た
り
、
体
自
づ
か
ら
軽
く
涼
し
。
号
し
て
銷
暑
招
涼
の
珠
と
曰
ふ
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
珠
を
懐
中
す
る
と
酷
暑
の
時
に

も
涼
し
か
っ
た
と
い
う
。
な
お
、「
看
月
自
忘
暑
」
詩
に
つ
い
て
は
注
⑽
柳
川
前
掲
論
文
で
読
解
を
行
っ
て
い
る
。

⒀

句
題
詩
に
つ
い
て
は
佐
藤
道
生
氏
の
「
句
題
詩
概
説
」（『
句
題
詩
論
考
│
│
王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇

七
年
）
が
詳
し
い
。
以
下
の
説
明
も
佐
藤
氏
の
論
を
参
考
に
し
て
い
る
。

⒁

藤
岡
忠
美
「
平
兼
盛
」（『
平
安
時
代
史
事
典
』
下
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

⒂

柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈

上
』（
冨
山
房
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。

― ２９ ― 藤原忠通の漢詩における和書の受容と表現的特質について



⒃
『
芸
文
類
聚
』
巻
一
八
・
人
部
二
・
老
に
は
「
続
漢
書
曰
、
民
年
七
十
者
、
授
之
以
玉
杖
、
餔
之
以
糜
粥
。
玉
杖
長
九
尺
、
端
鳩
飾
。
鳩
不
噎
之

鳥
也
。
欲
老
人
不
噎
也
。（『
続
漢
書
』
に
曰
は
く
、「
民
の
年
七
十
の
者
は
、
之
れ
に
授
く
る
に
玉
杖
を
以
て
し
、
之
れ
を
餔
ら
は
す
る
に
糜
粥

を
以
て
す
。
玉
杖
は
長
さ
九
尺
、
端
に
鳩
の
飾
あ
り
。
鳩
は
噎
ば
ざ
る
の
鳥
な
り
。
老
人
の
噎
ば
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。）」
と
あ
る
。
七

十
歳
と
い
う
年
齢
に
関
わ
る
た
め
、
平
兼
盛
の
状
況
に
も
ま
た
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

⒄

柿
村
重
松
氏
も
平
兼
盛
の
奏
状
に
あ
る
「
懸
車
」
の
語
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
薛
広
徳
伝
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（『
本
朝
文
粋
註
釈

上
』）。

⒅

本
間
洋
一
「
王
朝
漢
詩
の
表
現
世
界
│
│
王
朝
詩
と
白
詩
と
│
│
」（『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

⒆
「
魏
花
」
は
「
魏
紫
」
と
も
称
さ
れ
る
が
、
北
宋
・
李
格
非
の
『
洛
陽
名
園
記
』
な
ど
、「
魏
紫
」
の
用
例
も
宋
代
以
降
に
見
ら
れ
る
。

⒇

佐
藤
武
敏
『
中
国
の
花
譜
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

【
付
記
】

二
〇
二
二
年
一
二
月
一
一
日
、
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
第
一
〇
五
回
例
会
（
於
関
西
学
院
大
学
）
で
「
藤
原
忠
通
と
幼
学
書
│
│
忠
通
の
詠
作
の
背

景
を
探
る
│
│
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
加
筆
修
正
し
た
。
ま
た
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
若
手
研
究
）「『
法

性
寺
殿
御
集
』
を
中
心
と
し
た
藤
原
忠
通
の
漢
詩
文
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号：

22K
13049

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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